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へ
の
期
待
は
高
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

も
そ
の
一
つ
。
だ
が
、
同
国
は
ま
だ
、

環
境
問
題
に
関
す
る
意
識
は
高
く
な

く
、「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
」
と
い
う
言

葉
も
浸
透
し
て
い
な
い
。

　

二
〇
一
〇
年
三
月
に
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
、第
六
回
「
エ

コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
国
際
展
」
が
開
催
さ

れ
る
。
こ
の
国
際
展
は
、
国
際
機
関

ア
ジ
ア
生
産
性
機
構
（
Ａ
Ｐ
Ｏ
）
な

ど
の
主
催
で
行
わ
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
や

展
示
会
を
通
じ
て
、
日
本
の
環
境
技

術
を
ア
ジ
ア
の
国
々
が
抱
え
る
環
境

問
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る
目
的
で
行

わ
れ
て
い
る
。

「
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
」

と
い
う
政
府
関
係
者
の
声

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
の
環
境
意
識

は
、
ま
だ
高
く
な
く
、
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
教
育
）が
必
要
。来
年
、エ

コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
国
際
展
を
開
く
意
義

は
そ
こ
に
も
あ
る
」
―
―
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
経
済
担
当
調
整
大
臣
の
ス
リ

ム
リ
ヤ
ニ
氏
は
言
う
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
天
然
ガ
ス
、

石
油
、
石
炭
の
大
生
産
国
で
あ
る
。

六
月
、
そ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
ね

る
と
、こ
ん
な
声
が
聞
か
れ
た
。

　

ア
ジ
ア
各
国
の
日
本
の
環
境
技
術

ロ
ダ
ク
ツ
国
際
展
」
開
催
を
機
に
環

境
意
識
を
高
め
た
い
と
し
て
い
る
。

事
実
、
竹
中
氏
、北
山
氏
に
対
し
て
、

「
こ
れ
ま
で
の
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
よ

り
規
模
を
拡
大
し
て
開
催
し
た
い
」

と
迫
る
ほ
ど
。

　

ま
た
経
済
担
当
調
整
大
臣
の
ス
リ

ム
リ
ヤ
ニ
氏
も
「
日
本
の
優
れ
た
技

術
、
サ
ー
ビ
ス
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

人
々
に
伝
播
す
る
役
目
も
担
っ
て
欲

し
い
」と
表
明
、エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展

へ
の
協
力
、
調
整
に
政
府
が
コ
ミ
ッ

ト
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

務
め
る
佐
藤
百
合
氏
に
よ
る
と
、「
環

境
に
は
お
金
が
か
か
る
と
い
う
昔
な

が
ら
の
考
え
が
根
強
い
。
い
か
に
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
か
を
認
識

さ
せ
る
こ
と
が
課
題
」と
い
う
。

　

今
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
課
題
は

「
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
、
産
業
金
融
、
そ
し
て
環
境
」（
佐

藤
氏
）だ
。ど
の
分
野
で
も
、日
本
の

協
力
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
日
本
は
、

輸
出
面
で
最
大
の
貿
易
相
手
国
。
特

に
天
然
ガ
ス
、石
炭
は
、日
本
に
と
っ

て
第
二
位
の
輸
入
国
で
あ
り
、
重
要

な
資
源
国
で
あ
る
。

　

そ
れ
だ
け
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

で
の
環
境
破
壊
は
深
刻
な
問
題
。
石

炭
を
使
用
す
る
際
の
Ｃ
Ｏ
２

を
封
じ

込
め
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
二
酸
化
炭
素
地
下

貯
留
）
技
術
の
開
発
や
、
埋
蔵
量
が

減
少
す
る
天
然
ガ
ス
を
代
替
す
る
太

陽
光
や
地
熱
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
も
、
日
本
が
協
力
で
き
る
分
野

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
日
本
で
盛
ん
に
な
っ
て

い
る
エ
コ
カ
ー
の
普
及
に
は
、
ま
だ

時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
高
級
車
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
主
力
セ
ダ
ン
「
カ

ム
リ
」
で
日
本
で
の
価
格
は
２
５
０

万
～
３
５
０
万
円
。
所
得
水
準
な
ど

を
考
え
る
と
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や

電
気
自
動
車
な
ど
割
高
な
エ
コ
カ
ー

へ
の
意
識
は
強
く
な
い
の
が
現
状
。

「
環
境
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
」

と
い
う
意
識
付
け
を

　

個
人
は
と
も
か
く
、
企
業
に
は
環

境
を
意
識
し
た
潮
流
が
流
れ
始
め
て

い
る
。
六
月
十
五
日
午
後
二
時
三
十

分
か
ら
開
催
さ
れ
た
記
者
発
表
会
に

は
、
約
七
十
人
の
現
地
メ
デ
ィ
ア
が

参
加
、エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
の
意
義

に
つ
い
て
熱
心
な
質
問
が
続
出
し
、

現
地
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｏ
事
務
総
長
の
竹
中
氏
は
、

こ
れ
ま
で
五
回
の
経
験
を
踏
ま
え
て

「
こ
の
時
期
と
し
て
は
悪
く
な
い
反

応
だ
と
思
う
。
経
済
危
機
の
最
中
だ

が
、
環
境
に
関
心
を
持
つ
企
業
の
数

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
重

要
な
問
題
と
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。
良
い
意
識
付
け
の

機
会
に
な
っ
た
と
思
う
」と
話
す
。

　

日
本
で
も
「
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
」

に
向
け
た
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
目
標
が
、

〇
五
年
対
比
マ
イ
ナ
ス
一
五
％
に
決

定
し
た
ば
か
り
。
高
い
目
標
実
現
に

向
け
、国
、企
業
、そ
し
て
私
た
ち
個

人
が
、高
い
意
識
を
持
っ
て
Ｃ
Ｏ
２

削

減
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
改
め
て
求

め
ら
れ
る
時
代
。

　

三
井
住
友
Ｆ
Ｇ
の
北
山
氏
が
「
経

済
環
境
が
激
変
し
て
い
る
が
、
ど
の

国
に
行
っ
て
も
、
引
き
続
き
『
環
境

問
題
は
待
っ
た
な
し
』
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
い
る
。
環
境
問
題
は
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
モ
メ
ン
タ
ム

（
勢
い
）は
変
わ
ら
な
い
と
思
う
」
と

話
す
よ
う
に
、ま
さ
に
好
機
。

　

日
本
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
環

境
技
術
を
世
界
の
た
め
に
生
か
す
べ

き
、
と
常
に
言
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ

が
今
回
ま
さ
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い

う
ア
ジ
ア
の
国
か
ら
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
実
感
で
き

た
。
こ
れ
を
好
機
と
捉
え
て
、
日
本

は
改
め
て
高
い
目
標
に
挑
戦
し
て
い

く
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
。

　

来
春
の
開
催
を
前
に
、Ａ
Ｐ
Ｏ
事

務
総
長
の
竹
中
繁
雄
氏
、
準
備
委
員

会
委
員
長
を
務
め
る
三
井
住
友
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
（
Ｆ
Ｇ
）
社

長
の
北
山
禎
介
氏
が
、
準
備
の
た
め

に
同
国
を
訪
れ
、
政
府
関
係
者
や
財

界
人
と
意
見
交
流
を
し
て
き
た
。

　

北
山
氏
は
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政

府
も
企
業
も
、経
済
の
発
展
の
中
で
、

生
産
性
の
向
上
と
、
環
境
に
配
慮
す

る
こ
と
は
問
題
の
核
心
で
あ
る
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。政
府
も
、

展
示
会
開
催
へ
の
協
力
を
コ
ミ
ッ
ト

し
て
く
れ
ま
し
た
」と
話
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
世
界
的
経
済

危
機
下
に
あ
り
な
が
ら
、
非
常
に
活

気
に
溢
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
国
際

展
の
開
催
候
補
施
設
で
あ
る
「
バ
ラ

イ
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
」で
は
、五
日
間
の
日
程

で
携
帯
電
話
な
ど
電
機
製
品
の
展
示

会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
会
期
中
二

十
万
人
に
迫
る
来
場
者
が
あ
っ
た
。

実
際
会
場
に
行
っ
て
み
る
と
大
混

雑
。
現
場
で
製
品
を
買
う
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
多
く
の
人
が
電
機
製
品

を
抱
え
て
家
路
に
着
い
て
い
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
商
工
会
議
所
（
Ｋ

Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
）の
幹
部
達
は
、「
エ
コ
プ

二
〇一〇
年
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
国
際
展
」開
催
を
前
に

ア
ジ
ア
各
国
と
日
本
の
関
係
は「
環
境
」を
通
じ
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
て
い
る
。今
回
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
ね
て
取
材
。同
国
政
府
関
係
者
か

ら
は
、日
本
の
環
境
技
術
を
生
か
し
て
欲
し
い
と
い
う
声
は
根
強
い
。一
方
、国
民
レ
ベ
ル
で
は
ま
だ
ま
だ
環
境
意
識
は
高
い
と
は
い
え
ず
、教
育
・
啓
蒙
が

必
要
な
段
階
。そ
う
い
う
中
で
来
年
、同
国
で「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
国
際
展
」が
開
か
れ
る
。

本
誌
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大
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日
本
の
環
境
技
術
は

ア
ジ
ア
で
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る
か
？

ジャカルタで記者発表を行う竹中繁雄・ＡＰ
Ｏ事務総長（左端）、北山禎介・三井住友Ｆ
Ｇ社長（左から２番目）

特集・環境技術で「21世紀の産業革命」を！

スリムリヤニ・インドネシア経済担当調整大
臣と会談

現地レポート


